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―――――――――――――――――――――――――――――――――――  

１．メールマガジンに関するアンケートへのご協力のお願い 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――  

 

いつも地理的表示メールマガジンを読んでいただきありがとうございます。 

 

当メールマガジンをより良いものとし、皆様に有意義な情報を発信するため、 

この度、アンケートを実施することといたしました。 

以下 URL から、１分程度でご回答いただけます。 

（URL）https://forms.office.com/r/SWbN3eTVQ5 

 

皆様のご意見をお待ちしております。 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――  

２．模倣品疑義情報相談窓口の設置について（アメリカ・ベトナム・シンガポール・EU）  

―――――――――――――――――――――――――――――――――――  

 

日本の農林水産物・食品は、海外で高く評価されている一方、海外で 

模倣品（偽物）の流通が多数発見されていることを受け、模倣品に関する 

疑義情報や相談を広く受け付け、これに対応する枠組みとして 

「農林水産物・食品海外模倣品疑義情報相談窓口」（以下「相談窓口」と言います。）を、 

主要輸出先国・地域に設置された「輸出支援プラットフォーム」に順次設置しております。 

 

この度、アメリカ・ベトナム・シンガポール・EU においても 

相談窓口が設置されましたのでお知らせします。 

既存の窓口設置地域（タイ、中国、香港、台湾）と合わせると、 

これまで計８地域に開設されたことになります。 



―――――――――――――――――――――――――――――――――――  

３．登録の申請の公示について  

―――――――――――――――――――――――――――――――――――  

 

令和 6 年 6 月 10 日に、「川井赤しそ」の登録の申請の公示を行いました。  

 

地理的表示法では、登録の申請の公示から３か月間、第三者からの意見書提出期間を 

設けています。  

公示期間終了後、申請産品は、学識経験者の意見聴取を経て、登録の可否が決定されます。 

 

現在、申請の公示中の産品は以下のとおりです。  

※申請番号、主な名称、公示日のみを記載しています。  

 

●第 281 号 ちんすこう        令和 6 年 4 月 8 日  

 

●第 268 号 伯州美人         令和 6 年 4 月 23 日  

 

●第 183 号 フアイムン・パイナップル 令和 6 年 4 月 26 日  

 

●第 278 号 揖保乃糸         令和 6 年 5 月 2 日  

 

●第 272 号 川井赤しそ        令和 6 年 6 月 10 日 

 

公示等情報の詳細はホームページからご確認ください。  

（URL）https://www.maff.go.jp/j/shokusan/gi_act/notice/index.html 

 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――  

４．外国の産品の指定前の公示について  

―――――――――――――――――――――――――――――――――――  

 

令和６年６月 17 日、英国の GI 産品を日本において指定・保護するため、 

英国の 29 産品に対して指定前の公示を開始しました。 

 

我が国と同等水準と認められる GI 制度を有する外国と、相互に GI を保護するため、 

当該国と GI リストを交換し、当該国の GI を国内で保護すると共に、 

我が国の GI の当該国における保護を求めています。（相互保護の取組） 

 

 



指定しようとする外国の産品は、地理的表示法に基づき、その内容を公示するとともに、 

３か月間の意見書提出期間を設けています。 

 

 公示された産品の名称及び詳細は、ホームページからご確認ください。 

（URL）https://www.maff.go.jp/j/shokusan/gi_act/designation/index.html 

 

――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

編集後記  

 

私は４月に農林水産省に採用され、知的財産課で勤務しています。 

先月、新規採用職員を対象にした初任行政研修で、 

岡山県倉敷市に行ってきました。 

 

倉敷市の GI 産品として、「連島ごぼう」があります！ 

「連島ごぼう」は、岡山県水島地域並びに倉敷地域の一部で生産される、 

白肌が特徴の品種のごぼうです。 

この生産地は、砂壌土のため水はけが良く、ごぼうを抜きやすいため、 

砂の付着が少なくなり、肌の白さが引き立てられるそうです。 

 

購入できる場所が少なく、残念ながら購入することはできなかったのですが、 

倉敷市の学校給食では、連島ごぼう丼が提供されることもあるようで、  

いつか私も食べてみたいです！（Y） 

 

※編集後記は地理的表示（GI）担当職員の個人的な雑感を述べたものであり、 

農林水産省の見解を示すものではありません。 

 

GIGIGIGIGIGIGIGIGIGIGIGIGIGIGIGIGIGIGIGIGIGIGIGIGIGIGIGIGIGIGIGIGIGIGI 

[地理的表示メールマガジン] 

 発行：農林水産省輸出・国際局知的財産課 

 住所：〒１００－８９５０ 東京都千代田区霞が関１－２－１ 

 電話番号：０３－３５０２－８１１１（内線４２８４） 

 FAX：０３－３５０２－５３０１ 

 https://www.maff.go.jp/j/shokusan/gi_act/mailmag/index.html 

 メールアドレスの変更、メールマガジンの配信登録、配信停止はこちら 

 https://www.maff.go.jp/j/pr/e-mag/chg.html 
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